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◆ キーワード　アイヌ文化／スズラン／北海道小学校読本／紅スズラン／口承文芸伝承

【
第
四
〇
回
大
会
公
開
講
演
】

北
海
道
民
間
説
話
を
探
る

│
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
事
例
再
考
│

阿 

部　

敏 

夫

は
じ
め
に

筆
者
は
、「
今
回
は
具
体
的
事
例
に
焦
点
を
絞
っ
て
北
海
道
の
口
承
文
芸

に
つ
い
て
講
演
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
学
会
事
務
局
か
ら
の
ご
依
頼
で
し

た
の
で
、
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
の
内
容
考
察
、
ス
ズ
ラ
ン

に
対
す
る
ア
イ
ヌ
・
和
人
等
の
文
化
的
異
質
性
と
そ
の
評
価
、
今
回
の
事

例
を
通
し
て
み
え
る
北
海
道
民
間
説
話
生
成
と
そ
の
研
究
の
課
題
を
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
。

北
海
道
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
紅
ス
ズ
ラ
ン
伝
説
は
、「
不
思
議
な
人
」・

「
血
に
咲
く
鈴
蘭
」（
青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
傳
説
と
其
情
話
』
富
貴
堂
書
房
、

大
正
十
三
）、「
鈴
蘭
の
花
敷
で
」（
工
藤
梅
次
郎
『
ア
イ
ヌ
民
話
』
工
藤
書

店
、
大
正
十
五
）、「
戀
人
競
ふ
上
川
の
妖
精　

流
血
は
染
む
鈴
蘭
の
花
」（
石

附
舟
江
『
傳
説
蝦
夷
哀
話
集
』
昭
和
十
一
）、「
す
ゞ
ら
ん
」（
北
海
道
小
学

校
長
編
『
北
海
道
小
学
読
本　

尋
常
四
年
上
巻
七
』
日
本
教
育
出
版
社
、
昭

和
十
二
、
昭
和
十
六
年
版
再
掲
）、「
ス
ズ
ラ
ン
」（
更
科
源
蔵
・
更
科
光
『
コ

タ
ン
生
物
記
Ⅰ
、
長
万
部
の
古
老
談
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
）、

「
赤
い
ス
ズ
ラ
ン
│
函
館
市
│
」（
文
・
小
松
博
子
、
北
海
道
郷
土
教
育
研

究
会
編
『
北
海
道
の
伝
説
』
日
本
標
準
、
昭
和
五
十
六
）、「
紅
ス
ズ
ラ
ン
に

な
っ
た
メ
ノ
コ
」（
文
・
清
水
俊
宣
『
厚
真
開
拓
絵
物
語　

ふ
る
さ
と
昔
、

む
か
し
』
厚
真
町
、
昭
和
六
十
二
）
等
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
紅
ス
ズ
ラ
ン
伝
説
に
つ
い
て
、
更
科
源
蔵
・
更
科
光
『
コ
タ
ン

生
物
記
Ⅰ
』
は
、「
本
当
に
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も

日
本
人
の
創
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、（
中
略
）
日
本

人
的
な
創
意
が
感
じ
ら
れ
る
。」、
脇
哲
は
「
道
花
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
鈴

蘭
の
人
気
の
高
さ
は
、
一
に
か
か
っ
て
そ
の
容
姿
の
可
憐
な
風
情
に
あ
る
ら

し
い
。
べ
た
惚
れ
が
極
ま
っ
て
、『
如
意
輪
観
世
音
の
か
ん
ば
せ
』
と
形
容
し

た
花
卉
研
究
家
も
い
る
の
だ
が
、
そ
の
伝
説
は
予
想
に
反
し
て
寥
々
た
る
も

の
で
あ
る
。（
中
略
）
元
来
鈴
蘭
は
毒
草
な
の
だ
か
ら
、
牛
や
馬
で
さ
え
そ
っ

ぽ
を
む
く
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
山
野
豊
饒
に
群
生
す
る
。
は
な
は
だ
生
活
的
で

リ
ア
リ
ス
ト
た
る
ア
イ
ヌ
は
、
こ
ん
な
無
益
有
害
な
花
に
関
心
を
寄
せ
る
わ

け
は
な
い
。
鈴
蘭
伝
説
の
不
毛
も
う
な
ず
け
よ
う
も
の
で
あ
る
。」（「
紅
鈴
蘭

伝
説
の
虚
実
│
オ
コ
タ
ン
ぺ
で
死
ん
だ
浄
瑠
璃
姫
」『
新
北
海
道
伝
説
考
』
北
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比
べ
、
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン
は
花
茎
が
葉
と
同
じ
長
さ
か
そ
れ
以
上
に
伸
び

る
。
花
色
は
白
が
普
通
だ
が
桃
、
紅
な
ど
も
あ
り
、
葉
に
斑
（
縞
）
の
入
っ

た
品
種
も
あ
る
。
な
お
、
エ
ゾ
ス
ズ
ラ
ン
（epipactis papillosa

）
は
、
ラ

ン
科
の
植
物
で
あ
る
。

　
北
海
道
の
自
治
体
で
も
「
ま
ち
の
花
」
と
し
て
「
札
幌
市
・
砂
川
市
・
恵

庭
市
・
釧
路
市
・
美
瑛
町
・
平
取
町
（
同
町
芽
生
：
日
本
最
大
の
野
生
ス

ズ
ラ
ン
群
生
地
約15ha

所
在
）・
幕
別
町
・
音
更
町
」
が
指
定
し
て
い
る
。

（
2
）
射
水
基
「〝
べ
に
す
ず
ら
ん
〞
余
話
」
の
解
説
（
２
）

　

…
…
ア
イ
ヌ
名
は
セ
タ
キ
ト
（Seta-K

ito

）
と
い
い
、
セ
タ
（Seta

）
は

犬
、
キ
ト(K

ito)

は
ア
イ
ヌ
ネ
ギ
（
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
）、
す
な
わ
ち

犬
の
ネ
ギ
の
意
と
な
る
。
彼
等
（
注
ア
イ
ヌ
民
族
）
に
と
っ
て
ア
イ
ヌ
ネ

ギ
は
大
切
な
食
べ
物
で
あ
っ
た
が
、
生
育
状
態
の
良
く
似
て
い
る
ス
ズ
ラ

ン
は
食
用
と
は
な
ら
ず
、
従
っ
て
彼
等
は
「
セ
タ
キ
ト
」（
あ
れ
は
犬
の
ネ

ギ
だ
）
と
呼
ん
で
い
た
。
花
言
葉
は
〝
幸
福
の
帰
来
〞
で
、
こ
れ
に
ち
な

み
、「
あ
な
た
の
幸
福
を
祈
る
」
の
意
を
も
っ
た
花
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
可

憐
さ
乙
女
の
純
潔
を
表
徴
す
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
花
で
あ
る
。
ス
ズ

ラ
ン
の
葉
は
、
我
が
国
で
古
く
か
ら
培
養
さ
れ
て
い
る
蘭
や
葉
蘭
に
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ラ
ン
の
名
が
つ
け
ら
れ
、
花
は
風
鈴
な
ど
の
鈴
に
似

て
い
る
の
で
、
鈴
の
よ
う
な
蘭
の
意
味
か
ら
ス
ズ
ラ
ン
と
名
づ
け
ら
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
谷
間
の
姫
百
合
と
な
る
と
、
何
か
山
間
の
奥
地
に

で
も
自
生
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
乾
燥

気
味
な
、
冷
涼
な
初
夏
の
気
候
な
の
で
、
谷
間
に
も
生
育
し
て
い
る
の
か

海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
九
）
等
と
各
氏
は
考
察
し
て
い
る
（
１
）。

Ⅰ
．
ア
イ
ヌ
文
化
と
「
ス
ズ
ラ
ン
」

（
1
）
出
典
：
フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）』

（2016/05/07
付
）
の
説
明

　

ス
ズ
ラ
ン
（
鈴
蘭
、
学
名convallaria m

ajalis

）
は
、
ス
ズ
ラ
ン

亜
科
ス
ズ
ラ
ン
属
に
属
す
る
多
年
草
の
一
種
。
君
影
草
（
き
み
か
げ
そ

う
）、
谷
間
の
姫
百
合
（
た
に
ま
の
ひ
め
ゆ
り
）
の
別
名
も
あ
る
。
強
心

配
糖
体
の
コ
ン
バ
ラ
ト
キ
シ
ン
（convallatoxin

）、
コ
ン
バ
ラ
マ
リ
ン

（convallam
arin

）、
コ
ン
バ
ラ
ロ
シ
ド
（convallaoside

）
な
ど
を
含

む
有
毒
植
物
。
有
毒
物
質
は
全
草
に
持
つ
が
、
特
に
花
や
根
に
多
く
含

ま
れ
る
。
摂
取
し
た
場
合
、
嘔
吐
、
頭
痛
、
眩
暈
、
心
不
全
、
血
圧
低

下
、
心
臓
麻
痺
な
ど
の
症
状
を
起
こ
し
、
重
症
の
場
合
は
死
に
至
る
。

　

北
海
道
な
ど
で
山
菜
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と

外
見
が
似
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
誤
っ
て
摂
取
中
毒
症
状
を
起
こ
す
例

が
見
ら
れ
る
。
ス
ズ
ラ
ン
を
活
け
た
水
を
飲
ん
で
も
中
毒
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
誤
飲
し
て
死
亡
し
た
例
も
あ
る
。

　

ス
ズ
ラ
ン
属
の
日
本
在
来
変
種
はc.m

.var.keiskei

の
み
で
あ
り
、
本

州
中
部
以
北
、
東
北
、
北
海
道
の
高
地
に
多
く
自
生
す
る
。
北
海
道
を

代
表
す
る
花
と
し
て
知
ら
れ
る
。
花
に
は
強
い
芳
香
が
あ
る
。
観
賞
用
に

栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン

（c.m
.var.m

ajalis

）
で
あ
る
。
日
本
に
野
生
す
る
ス
ズ
ラ
ン
と
比
べ
る
と
大

型
で
、
花
の
香
り
が
強
い
。
ま
た
ス
ズ
ラ
ン
の
花
茎
が
葉
よ
り
短
い
の
に
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も
知
れ
な
い
が
、
高
温
多
湿
の
我
が
国
で
は
、
と
て
も
谷
間
に
な
ど
ス
ズ
ラ

ン
は
生
育
し
な
い
。
従
っ
て
冷
涼
で
乾
燥
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
ば
高
原
で

あ
る
。
九
州
の
一
部
か
ら
本
州
、
北
海
道
に
か
け
て
自
生
す
る
ス
ズ
ラ
ン

も
、
九
州
や
本
州
で
は
高
原
の
植
物
で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
高
原
や
戸
隠
高
原

に
大
群
落
が
あ
る
と
い
う
。
信
濃
の
高
原
か
ら
北
地
に
か
け
て
は
、
平
原

に
も
自
生
し
て
い
る
と
い
う
。
北
海
道
の
主
な
群
落
と
し
て
は
、
樽
前
山

麓
の
白
老
、
早
来
を
始
め
、
広
島
、
島
松
の
原
野
、
函
館
の
湯
の
川
附
近
、

十
勝
の
高
原
、
阿
寒
の
山
麓
な
ど
が
知
ら
れ
る
。（
中
略
）
北
海
道
の
場
合
、

ス
ズ
ラ
ン
は
や
せ
地
に
生
育
し
て
お
り
、
ス
ズ
ラ
ン
の
生
育
し
て
い
る
地

帯
は
普
通
農
耕
不
適
地
と
し
て
レ
ッ
テ
ル
が
張
ら
れ
て
い
る
。
や
せ
地
の

現
地
ス
ズ
ラ
ン
と
、
肥
沃
な
花
壇
に
植
え
ら
れ
て
あ
る
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン

を
比
較
す
れ
ば
、
日
本
種
の
方
が
見
劣
り
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）『
知
里
真
志
保
著
作
集
別
巻
Ⅰ
、
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
植
物
編
』
平

凡
社
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
202
〜

203
頁

§
340　
ス
ズ
ラ
ン　

キ
ミ
カ
ゲ
ソ
ォ

　
（
1
）《
幌
別
、
沙
流
》（
2
）《
眞
岡
、
白
濱
》（
3
）《
大
泊
》（
4
）

《
Ａ
十
勝
》（
5
）《
Ａ
沙
流
》（
6
）《
Ａ
千
歳
》
の
事
例
報
告
を
記
載
し
、

「（
参
考
）
葉
が
似
て
い
る
く
せ
に
食
用
に
な
ら
ぬ
と
ゆ
う
の
で
『
犬
の

ギ
ョ
ォ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
葉
』
と
か
『
キ
ツ
ネ
の
ギ
ョ
ォ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ

ク
の
葉
』
と
か
悪
口
を
云
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
同
書
は
解
説
し
て
い
る
。

（
4
）
川
村
正
一
編
『
ア
イ
ヌ
語
の
動
植
物
探
集
』
文
泉
堂
、
二
〇
〇
五

（
平
成
十
七
）、
134
頁
「
ス
ズ
ラ
ン
」

　

ス
ズ
ラ
ン　

ゆ
り
科　

シ
タ
プ
ク
サ　

イ
ヌ
の
ギ
ョ
ォ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク

の
葉

　

日
高　

十
勝　

樺
太　

沙
流
川
筋　

十
勝
川
筋　

千
歳
川
筋
の
16
の
事

例
報
告
を
し
て
い
る
。「
犬
の
ア
イ
ヌ
葱
」「
狐
共
の
草
」「
狐
達
の
食
う
赤

い
實
」「
キ
ツ
ネ
の
草
」「
キ
ツ
ネ
の
イ
チ
ゴ
」
と
同
書
は
解
説
し
て
い
る
。

（
5
）
山
田
孝
子
『
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
24
、

一
九
九
四
（
平
成
六
）、
131
〜
133
頁

　

動
物
を
あ
ら
わ
す
属
詞
│
チ
カ
プ
と
セ
タ　

の
項
目
中
に
「
ス
ズ
ラ

ン
と
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
は
葉
の
形
が
非
常
に
似
て
い
る
。
後
者

の
葉
が
食
用
、
薬
用
と
し
て
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
ズ
ラ
ン
は
全

草
に
強
心
配
糖
体
の
コ
ン
バ
ラ
ト
キ
シ
ン
を
含
み
毒
性
が
強
く
、
そ
の

葉
は
食
用
に
は
で
き
な
い
。」
と
同
書
は
解
説
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
例
報
告
か
ら
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
ス
ズ
ラ
ン
の
関
係

が
考
察
で
き
る
。
し
か
し
、
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
が

登
場
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、「
北
海
道
小
学
校
郷
土
読
本
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
ス
ズ
ラ
ン
」
伝
説
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ⅱ
．�
北
海
道
小
学
校
長
會
編
纂
『
北
海
道
廰
推
奨　

北
海
道
小

學
讀
本　

尋
常
四
年
上
巻
』

�
昭
和
十
二
年
三
月
二
十
日
、「
七
、
す
ヾ
ら
ん
」
に
つ
い
て

七
、
す
ゞ
ら
ん
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今
年
も
ま
た
、
す
ゞ
ら
ん
が
咲
く
頃
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
ま
つ
し
ろ
な
、
つ
り
が
ね
形
を
し
た
、
い
ゝ
に
ほ
ひ
の
花
は
、

ほ
ん
た
う
に
な
つ
か
し
い
花
で
す
。

こ
の
花
に
つ
い
て
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。

松
前
の
あ
る
村
に
、
親
も
兄
弟
も
な
い
一
人
ぼ
つ
ち
の
若
者
が
ゐ
ま
し

た
。
大
へ
ん
ま
じ
め
で
毎
日
よ
く
せ
つ
せ
と
は
た
ら
い
て
ゐ
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
畑
に
出
て
は
た
ら
い
て
居
り
ま
し
た
ら
、
今
ま
で
晴

れ
き
つ
て
ゐ
た
空
が
急
に
ま
つ
く
ろ
に
な
つ
て
、
風
は
起
る
、
砂
は
と

ぶ
、
石
は
こ
ろ
が
る
と
い
ふ
大
へ
ん
な
あ
ら
し
に
な
つ
て
来
ま
し
た
。

若
者
は
あ
ま
り
の
ひ
ど
い
嵐
に
お
そ
ろ
し
く
な
つ
て
家
へ
帰
ら
う
と
し

ま
す
と
、
嵐
の
た
め
に
今
に
も
吹
き
倒
さ
れ
さ
う
な
女
の
人
が
、

「
助
け
て
下
さ
い
。」

と
さ
け
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

そ
し
て

「
ど
う
か
畑
の
中
へ
か
く
し
て
下
さ
い
。
後
か
ら
大
嵐
が
私
を
追
つ
か
け

…
…
そ
れ
が
来
ま
し
た
ら
私
は
も
う
西
へ
行
つ
た
と
い
つ
て
下
さ
い
。」

と
い
ふ
間
も
な
く
、
魔
物
の
や
う
な
大
嵐
が
、
恐
ろ
し
い
う
な
り
を
た

て
な
が
ら
や
つ
て
来
ま
し
た
。

若
者
は
地
べ
た
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、

「
女
は
西
へ
行
つ
た
。」

と
叫
び
ま
し
た
。

大
嵐
は
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
西
へ
ず
ん
ず
ん
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

「
お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
恩
が
へ
し
の
し
る
し
に
こ
の
マ
キ
リ
を
上

げ
ま
す
。
こ
の
マ
キ
リ
を
持
つ
て
居
れ
ば
、
な
ん
で
も
の
ぞ
み
の
も
の

が
え
ら
れ
る
で
せ
う
。」

そ
の
こ
と
ば
の
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
女
の
姿
は
け
む
り
の
や
う
に
消
え
て

し
ま
ひ
ま
し
た
。

若
者
が
、
あ
ま
り
の
ふ
し
ぎ
に
あ
つ
け
に
と
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
雪
の
や
う
な
、
星
の
や
う
な
花
が
ふ
つ
て
来
て
、
若
者
の

ま
は
り
を
う
づ
め
ま
し
た
。

こ
の
花
こ
そ
、
私
た
ち
が
大
好
き
な
、
す
ゞ
ら
ん
で
あ
る
と
云
は
れ
て

ゐ
ま
す
。

す
ゞ
ら
ん
は
空
に
か
ゞ
や
く
星
の
や
う
な
花
を
つ
け
て
、
や
さ
し
い
に
ほ
ひ

を
た
ゞ
よ
は
す
け
れ
ど
も
、
風
に
は
ひ
ど
く
弱
い
花
で
す
。（
原
文
総
ル
ビ
）

原
文
頭
注

す
ゞ
ら
ん　

 

リ
リ
ー
と
い
つ
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す　

六
月
の
中
ご
ろ
、
ち
や

う
ど
札
幌
神
社
祭
の
こ
ろ
さ
き
ま
す

松
前　
　
　

今
の
福
山
、
内
地
に
一
ば
ん
近
い
と
こ
ろ

マ
キ
リ　
　

小
が
た
な
の
こ
と

昭
和
十
二
年
版
『
北
海
道
小
學
讀
本
』
日
本
教
育
出
版
社
（
三
十
〜
三
十
五

頁
）
が
編
纂
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
改
訂
作
業
の
変
遷
が
あ
る
。

（
1
）
北
海
道
小
学
校
長
會
編
纂
『
北
海
道
廰
推
奨　

北
海
道
小
學
郷
土
讀

本　

巻
七
』「
六
、
リ
リ
―
」
日
本
教
育
出
版
社

昭
和
六
年
三
月
廿
五
日
版
（
三
十
三
〜
三
十
七
頁
）
で
は
、「
郷
土
讀
本
」

と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
頭
注
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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「
本
州　

北
海
道
の
人
の
い
ふ
内
地
の
う
ち
の
お
も
な
部
分
で
す
／
松
前　

今
の
福
山
、
内
地
に
一
ば
ん
近
い
と
こ
ろ
／
マ
キ
リ　

小
が
た
な
の
こ
と
」

（
2
）
第
二
版　

昭
和
七
年
三
月
廿
五
日
版
で
は
、
タ
イ
ト
ル
が
「
リ
リ
ー
」

か
ら
「
す
ヾ
ら
ん
」
へ
変
わ
り
、
頭
注
は
「
す
ヾ
ら
ん　

リ
リ
ー
と
い
っ

て
ゐ
る
人
も
あ
り
ま
す　

六
月
の
中
ご
ろ
、
ち
や
う
ど
札
幌
神
社
祭
の
こ

ろ
さ
き
ま
す
」
松
前
、
マ
キ
リ
の
記
述
は
、（
１
）
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

（
3
）
昭
和
十
年
三
月
廿
五
日
発
行
本
は
、
第
二
版
と
同
内
容
で
あ
る
。

第
二
版
か
ら
「
小
學
讀
本
」
と
な
り
、
頭
注
の
説
明
、
昭
和
六
年
版
の

本
文
は
、「
リ
リ
ー
は
北
海
道
、
千
島
か
ら
太
に
さ
く
花
で
す
。
そ
の
外
、

内
地
に
も
高
い
山
に
さ
く
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
リ
リ
ー
は

に
ほ
ひ
も
よ
く
名
高
い
も
の
で
す
。」「
…
…
い
り
や
う
の
品
…
女
は
天
女

で
あ
っ
た
の
で
す
。
…
…
天
か
ら
…
…
（
北
海
道
小
學
新
聞
）」
の
よ
う
に

加
除
、
表
記
変
更
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
．「
リ
リ
ー
」「
す
ヾ
ら
ん
」
の
典
拠
に
つ
い
て

Ⅱ
．
の
『
北
海
道
小
學
郷
土
讀
本
』
の
「
典
拠
」
は
、
次
の
（
1
）、

（
2
）
の
資
料
で
あ
る
。

（
1
）『
北
海
道
小
学
郷
土
読
本
編
纂
趣
意
書
並
ニ
典
拠
／
札
幌
市
女
子
高

等
小
学
校
内
北
海
道
小
学
校
長
会
編
纂
』

 

日
本
教
育
出
版
社
、
昭
和
六
年
四
月
十
日
（
３
）

尋
常
四
年
用　

巻
七　

題
材
の
解
説　

六
、
リ
リ
ー

趣
旨　

今
で
は
本
道
の
代
表
的
な
花
と
も
な
っ
て
ゐ
る
鈴
蘭
を
伝
説
的

詩
的
に
表
現
し
た
文
な
の
で
採
り
ま
し
た
。

典
拠　

調
べ
た
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
飯
田
広
太
郎
氏
の
讀
方
教
育

の
中
に
あ
り
ま
し
た
の
で
取
り
ま
し
た
。
読
方
教
育
に
は
北
海
道
小
学

新
聞
か
ら
取
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
出
所
が
明
で
あ
り
ま
せ
ん
。

御
存
知
の
方
あ
ら
ば
御
知
ら
せ
願
ひ
ま
す
（
４
）。

（
2
）
飯
田
広
太
郎
『
読
方
教
育
』（
北
海
出
版
社
、
大
正
十
五
年
十
二
月

二
十
日（
５
））
の
「
第
五
編　

私
の
讀
本　

十
」
に
次
の
よ
う
に
紹
介
、
解
説

さ
れ
て
い
る
。

ツ
机ク

エ　

ノ　

ウ上

へ　

ノ　

一
リ
ン　

ザ
シ
。　

リ
リ
ー　

ノ　

ハ花ナ　

ガ　

ニ
ホ
ッ
テ　

ル
。　

チ
小ヒサ

ナ　

ス鈴ズ　

ヲ　

フ
リ
ナ
ガ
ラ
、

ワ
私タ

シ　

ヲ　

ヨ
ン
デ　

ヰ
ル
ヤ
ウ　

ダ
。

十
、
リ
リ
―

　

リ
リ
ー
（
鈴
蘭
）
は
、
北
海
道
の
花
と
し
て
、
子
供
達
に
も
ど
ん
な

に
か
懐
し
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
せ
う
。
大
き
な
束
よ
り
は
、
一
輪
ざ
し
、

三
つ
四
つ
あ
の
小
さ
な
鈴
を
な
ら
べ
た
姿
こ
そ
、
リ
リ
ー
に
は
相
応
し

い
姿
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
匂
ひ
も
よ
い
で
せ
う
が
、
匂
ひ
よ
り
は

あ
の
可
憐
な
、
そ
し
て
純
白
な
形
と
色
と
に
、
人
の
心
が
ひ
ら
か
れ
る

か
と
思
は
れ
ま
す
。
机
に
向
っ
て
ふ
と
顔
を
あ
げ
た
時
、
あ
の
小
さ
な

リ
リ
ー
が
、
純
白
の
鈴
を
ふ
り
な
が
ら
、
淋
し
さ
う
に
呼
ん
で
ゐ
る
や
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う
な
姿
を
見
た
と
き
、
か
う
し
た
時
心
が
、
子
供
の
胸
に
浮
か
ん
で
来

る
の
は
自
然
の
こ
と
か
と
思
は
れ
ま
す
。〔
チ
ヒ
サ
ナ
。
ヰ
ル
ヤ
ウ
ダ
。

の
讀
み
方
に
注
意
が
い
り
ま
す
。〕

Ⅳ
．「
ス
ズ
ラ
ン
」
に
関
連
す
る
記
事

「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
資
料
と
と
も
に
北
海
道
移
住
民
（
和
人
）
が

「
ス
ズ
ラ
ン
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
「
思
い
」
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
紹

介
す
る
。

（
1
）『
躍
進　

北
海
道
の
景
観　

写
真
帳
』
稲
葉
屋
紙
店
出
版
部
、
昭
和

十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
写
真
帳
の
目
次
は
次
の
よ
う
に
「
ス
ズ
ラ
ン
」
は

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

目
次　

◎
北
海
道
景
勝
略
図　

十
一
州
を
統
べ
る　

1
頁
／
初
夏
の

野
に
薫
る
鈴
蘭　

2
頁
／
雪
の
平
原
と
山
の
家　

3
頁
／
都
市
編　

4

〜
18
頁
（
略
）
／
産
業
編　

29
〜
44
頁
（
略
）
／
…
…
終
…
…

　
「
初
夏
の
野
に
薫
る
鈴
蘭
」
の
項
目
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

蝦
夷
の
天
地
に
も
春
が
訪
れ
た
五
月
、
山
の
樹
々
が
新
緑
の
衣
裳
を
纏

ひ
、
野
の
若
草
も
育
つ
て
香
ぐ
は
し
い
初
夏
の
微
風
が
吹
き
始
め
る
と
、

こ
の
可
憐
な
鈴
蘭
の
花
ス
ワ
プ
キ
ナ
も
綻
び
出
す
の
で
あ
る
。 

嬉
々
と

し
て
楽
し
む
の
は
花
ば
か
り
で
は
な
い
、
ア
イ
ヌ
の 

若
人
も
又
森
蔭
に
、

川
の
畔
に
恋
を
囁
く
、
だ
が
時
に
こ
れ
は
悲
劇
に
終
る
。
か
う
し
て
サ

ン
パ
ズ
ク
と
ア
ン
リ
シ
カ
は
オ
ぺ 

ル
ぺ
ル
プ
の
流
に
哀
を
止
ど
め
カ
パ

ラ
ベ
と
キ
ロ
ロ
ア
ン
は
鈴
蘭
を
赤
く
染
め
た
。
今
に
鈴
蘭
の
香
は
若
人

の
胸
を
怪
し
く
振
は
せ
る
の
で
あ
る

（
2
）
旅
行
ガ
イ
ド
本
『
北
海
道
の
旅
情
』
日
本
国
有
鉄
道
札
幌
鉄
道
管
理

局
、
昭
和
二
十
八
年
、
五
十
二
〜
五
十
三
頁
に
は
次
の
よ
う
に
「
ス
ズ
ラ

ン
」
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◆
鈴
蘭
（
室
蘭
本
線
、
錦
多
峰
・
沼
の
端
・
遠
浅
・
早
来
・
安
平
駅
下
車
）

　

谷
間
の
姫
百
合
と
も
い
う
鈴
蘭
は
、
苫
小
牧
か
ら
追
分
に
至
る
室
蘭

線
の
沿
線
多
く
、
六
月
の
初
か
ら
野
も
丘
も
一
面
に
可
憐
な
花
の
放
つ

香
に
包
ま
れ
る
。
鈴
蘭
は
ユ
リ
科
に
属
す
る
宿
根
草
で
、
葉
は
二
、三
葉

を
根
生
し
、長
柄
を
具
え
て
い
る
。
花
茎
は
斜
に
出
て
五
、六
寸
に
な
り
、

そ
の
先
に
鈴
形
の
白
い
小
花
を
七
箇
か
ら
十
箇
を
つ
け
、
若
い
人
々
の

あ
こ
が
れ
の
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
3
）
厚
真
町
総
務
課
広
報
広
聴
係
編
『
厚
真
開
拓
絵
物
語　

ふ
る
さ
と
昔
、

む
か
し
』
北
海
道
厚
真
町
、
昭
和
六
十
二
年
発
行
、
九
〜
十
頁
に
は
、「
紅

ス
ズ
ラ
ン
に
な
っ
た
メ
ノ
コ
」
伝
説
と
絵
が
添
え
ら
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
「
伝
説
」
は
、『
厚
真
村
史
』
昭
和
三
十
一
年
版
の
「（
三
）
紅

す
ず
ら
ん
」
伝
説
を
原
本
に
し
て
再
話
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

紅
ス
ズ
ラ
ン
に
な
っ
た
メ
ノ
コ

　

そ
の
昔
、
厚
真
川
の
上
流
の
ほ
う
に
、
ト
ン
ニ
カ
と
い
う
コ
タ
ン
が

あ
っ
た
。

　

こ
こ
の
酋
長
の
オ
タ
ク
ミ
は
勇
敢
で
、
ク
マ
狩
り
の
名
人
で
あ
っ
た

が
、
ふ
だ
ん
は
物
静
か
で
仲
間
か
ら
た
い
へ
ん
慕
わ
れ
て
い
た
。
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オ
タ
ク
ミ
に
は
、
美
し
い
心
優
し
い
ト
コ
ン
マ
と
い
う
娘
が
い
た
。

コ
タ
ン
の
人
た
ち
は
、
美
し
い
ト
コ
ン
マ
を
平
和
の
神
さ
ま
の
使
い
と

信
じ
て
い
た
。

　

事
実
、
ト
コ
ン
マ
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
ほ
か
の
コ
タ
ン
と
一
度
も

戦
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

　

人
び
と
は
厚
真
川
に
小
舟
を
浮
か
べ
て
漁
を
し
た
り
、
狩
り
を
し
て

平
和
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
日
高
の
戦
い
の
好
き
な
コ
タ
ン
が
、
ト
ン
ニ
カ

コ
タ
ン
の
侵
略
を
企
て
、
十
年
以
上
も
続
い
た
平
和
な
生
活
を
一
瞬
の

間
に
打
ち
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

　

オ
タ
ク
ミ
は
部
下
を
率
い
て
果
敢
に
戦
っ
た
が
、
つ
い
に
力
つ
き
て

倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

オ
タ
ク
ミ
は
ト
コ
ン
マ
を
呼
び
寄
せ
、「
こ
の
仇
を
必
ず
討
っ
て
く
れ
」

と
頼
ん
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

ト
コ
ン
マ
は
仇
討
ち
を
誓
い
、
残
っ
た
仲
間
を
従
え
て
、
勇
ま
し
く

敵
陣
に
突
進
し
た
。

　

血
の
雨
が
降
る
戦
さ
の
中
で
も
、
美
し
く
ま
ば
ゆ
い
ト
コ
ン
マ
の
姿

は
、
戦
場
に
咲
い
た
大
輪
の
花
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
味
方
は
次
々
に
倒
れ
、
ト
コ
ン
マ
も
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
美
し
さ
に
命
だ
け
は
奪
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
父
の
仇
討
ち
を
で

き
な
か
っ
た
ト
コ
ン
マ
は
、
嘆
き
悲
し
ん
で
、
自
ら
乳
房
に
タ
シ
ロ
を

突
き
刺
し
、
父
の
あ
と
を
追
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
ト
コ
ン
マ
の
真
っ
赤
な
血
は
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
こ
ん
こ
ん
と
流
れ
続
け
、
や
が
て
小
さ
な
沢
を
つ
く
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
ト
コ
ン
マ
が
死
ん
だ
こ
の
沢
の
近
く
に
咲
く
ス
ズ
ラ
ン
は

赤
く
染
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
い
つ
し
か
、
こ
の
す
ず
ら
ん
の
こ
と
を
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に　
考
察
と
課
題

（
１
）
先
行
研
究
と
し
て
「
北
海
道
の
民
間
説
話
に
つ
い
て
の
考
察
│
創
作

ア
イ
ヌ
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
を
事
例
と
し
て
│
」『
昔
話
│
研
究
と
資

料
│
』
第
37
号
（
日
本
昔
話
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
発
表
し
た
筆

者
の
考
察
が
あ
る
。
そ
の
「
お
わ
り
に
」
の
章
に
以
下
の
七
項
目
を
確
認

し
て
い
る
。
そ
の
七
項
目
を
踏
ま
え
て
の
今
回
の
発
題
で
あ
る
。

一
、
ア
イ
ヌ
説
話
と
は
異
な
る
文
化
認
識
で
「
ア
イ
ヌ
説
話
（
民
話
・
伝

説
）」
が
創
作
さ
れ
て
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
二
、
ア
イ
ヌ
民
族

に
と
っ
て
は
、
脇
哲
や
知
里
真
志
保
の
指
摘
の
よ
う
に
ス
ズ
ラ
ン
は
ア
イ

ヌ
民
族
に
と
っ
て
は
生
活
に
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
毒
薬
で
あ
る

の
で
説
話
の
な
か
に
伝
承
さ
れ
る
事
は
な
い
。
従
っ
て
ス
ズ
ラ
ン
に
対
す

る
日
本
的
美
意
識
と
悲
劇
性
と
が
、
結
び
つ
い
て
「
ア
イ
ヌ
説
話
」
と
し

て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
、
青
木
純
二
、
工
藤
梅
次
郎
は
、
ア
イ

ヌ
民
族
を
「
衰
残
」「
旧
習
古
俗
」
の
民
族
と
し
て
認
識
し
て
の
ア
イ
ヌ
説

話
集
編
纂
を
行
っ
て
い
る
。
四
、
日
本
の
近
代
化
の
中
で
「
日
本
民
族
認

識
（
日
本
、
日
本
人
論
）」
の
高
揚
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
皇
民
化
認
識
と
が
連
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動
し
て
い
る
。
五
、
明
治
三
十
二
年
の
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
の
制
定
か

ら
二
十
余
年
後
の
時
点
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
皇
民
化
教
育
が
進
行
す
る
中
、

ア
イ
ヌ
民
話
集
が
和
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
六
、
特
に
ア
イ
ヌ

民
族
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
新
聞
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
一
般
の
人
に
対
す
る
影
響
力
が
大
き
い
。
七
、
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ

ン
」
の
事
例
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
無
関
係
で
あ

り
、
そ
の
無
関
係
の
伝
説
が
、
現
在
も
変
容
し
続
け
て
い
る
。
民
間
説
話

の
伝
承
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
。

こ
の
確
認
は
、
本
発
題
の
骨
子
で
あ
り
、
北
海
道
に
お
け
る
学
校
教
育

の
場
や
写
真
集
、
旅
行
ガ
イ
ド
編
纂
に
至
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
場
で
も

創
作
・
変
容
さ
れ
て
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

（
2
）
今
回
の
発
題
は
、
特
に
『
小
學
校
〔
郷
土
〕
讀
本
』
を
通
し
て
の
伝

説
伝
承
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

昭
和
初
期
の
「
村
岡
花
子
・
小
学
読
本
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ス
ズ
ラ

ン
の
「
幸
せ
、
可
憐
さ
」「
厳
し
い
冬
か
ら
」
解
放
さ
れ
る
季
節
に
咲
く
花

と
し
て
の
存
在
が
「
読
本
」
編
纂
や
児
童
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
推
測
さ
れ
る
。
写
真
集
・
旅
行
ガ
イ
ド
と
し
て
の
普
及
と
連
動
し
て

北
海
道
の
ス
ズ
ラ
ン
の
存
在
を
誇
示
し
た
と
考
え
る
。

（
3
）
筆
者
は
二
十
数
年
前
、
研
究
会
会
員
と
と
も
に
「
伝
説
の
地
」
を
採

訪
し
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
紅
ス
ズ
ラ
ン
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ズ
ラ
ン
と
似
た
「
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
」

「
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
花
」
を
発
見
し
た
。
筆
者
に
は
そ
れ
ら
の
花
が

紅
ス
ズ
ラ
ン
を
連
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
。
ス
ズ
ラ
ン
へ

の
日
本
（
和
人
）
的
美
意
識
と
上
記
の
花
と
が
混
在
し
て
本
稿
「
は
じ
め

に
」
で
紹
介
し
た
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
が
誕
生
の
一
つ
の

背
景
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
大
正
期
の
創
作
「
ア
イ
ヌ

民
話
」
伝
承
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
も
、
登
場
人
物
も
メ
ノ
コ
と
松
前

武
士
と
の
悲
恋
物
語
と
し
て
も
広
く
伝
承
さ
れ
て
行
く
。
今
回
は
一
話
の

創
作
「
ア
イ
ヌ
伝
説
」
を
通
し
て
発
題
し
た
。
筆
者
は
、
こ
の
事
例
は
今

後
の
口
承
文
芸
研
究
上
常
に
看
過
出
来
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
書
承
か
ら
口
承
へ
、
口
承
か
ら
書
承
へ
の
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
し
な
が
ら
時
空
間
の
な
か
で
変
容
し
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
行
く

と
考
え
る
。

注（
1
） 「
北
海
道
の
民
間
説
話
に
つ
い
て
の
考
察
│
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
「
紅

ス
ズ
ラ
ン
」
を
事
例
と
し
て
│
」『
昔
話
│
研
究
と
資
料
│
』
第
37

号
（
日
本
昔
話
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
2
） 『
北
海
道
の
文
化　

19
』
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会
、
昭
和
四
十
五

年
七
月
一
日
、
二
〜
五
頁
要
約
引
用
。

（
3
） 

昭
和
九
年
版
か
ら
引
用

（
4
） 「
北
海
道
小
学
新
聞
」
の
所
在
は
現
在
ま
で
は
未
確
認
。

（
5
） 
昭
和
三
年
四
月
一
日
三
版
、
一
四
六
〜
一
四
八
頁
、
四
〇
六
〜

四
〇
七
頁
か
ら
引
用
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学
）


